
大
直
四
棺
月
周
二
十
一
日
常
三
噸
錦
健
相
率
d

A
憾
眉
一
同
一
回
蓮
仕
)

一ー戸』プミZ什 ヨ玉二ヨI'Il 11召干す軍軍世 日

品

珊

砦

取

給
料
税
(
研
一
向
服
部
四
鴇
岬
)
論
・

購
買
力
平
債
説
の
一
考
察

時

論

株
式
配
営
本
恨
の
源
泉
課
税
唱

H

H

m

叫
刊
五
月
下
博
士

LJ叫
法

判

品

川
紅
「
一
慣
格
形
成
の
機
構
」
の
吟
味
・
-
判
所
事
l

銀
れ
の
信
用
膨
脹
に
就
て
ー
.
，
目
杭
河
川
土

中
位
蚊
の
本
質
・
・

-

f

7

河川イー士

秘

将

位

跡

肘
界
的
農
業
恐
慌
靖
二
見
解

-

-

M

M

尚

早

士

租
税
貰
憎
の
地
方
比
較
さ
人
口
割
法
・
一
で

Zf土

需
要
弾
力
性
の
測
定
・
・
・
・
・
・
・
川
笠
宮
中
士

げ
戸
ョ
~
叫
ん
円
日
生
計
調
査
な
租
税
賃
臨
時

標
準
食
蹴
・

-

を

府

議

近
着
外
園
経
漕
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
巻
綿
目
録

β
4
一、M
F
-

-
-
-
-
法
市
中
博
士

コと

博

て]二

E

出川内閣中士

法
問
中
市
士

禁

噂
高市111

田戸

iタ
見

柴

田

ト即
h

仰
げ

益

田

載f呆iE
馬 /i住耳目

熊

21E32J敬

ヘ

木

芳

之

助

中

川

典

之

助

高

森

昔

村

川

達

三

十
J

w

h

H

R

F

人

E

H
川
文
口
主
円
・
行

議



設

第
三
十
巻

第
六
披

f¥.. 
A 

九
四
八

苑

中
位
敬
白
木
賞

中

位

数

の

本

質

""会・v

企il:

ま住

田

青島

第

緒

Eコ

平
均
は
統
計
的
観
擦
の
耐
ん
ピ
凡
て
の
分
野
に
於
て
最
も
多
〈
用
ひ
ら
る
る
所
の
方
怯
で
わ
っ
て
、
統
計
訟
の

最
も
橿
要
な
る
地
位
を
占
な
る
も
の
で
ゐ
る
。
蓋
し
統
計
の
最
根
本
要
件
た
る
大
量
観
察
に
よ
り
て
其
の
大
量
の

性
質
を
究
知
せ
ん
が
震
に
は
、
先
づ
最
初
に
此
の
平
均
方
法
に
よ
る
を
最
も
便
ざ
す
る
が
故
で
あ
る
。
統
計
撃
を

帯
し
て
卒
均
の
皐
な
り
さ
な
す
の
所
以
は
賓
に
此
虞
に
存
ず
る
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
統
計
皐
仁
於
て
は
卒
均
誌
の
研
究
は
其
の
中
植
を
占
め
夙
に
多
く
の
奉
者
に
よ
り
検
討
せ
ら
れ
つ
、
あ

る
所
で
あ
っ
て
、
同
・
白
山

}5・
の
如
、
き
は
九
千
種
以
上
の
卒
均
の
方
協
を
網
羅
し
て
、
之
よ
り
彼
の
所
謂
理
想
算
式

を
抽
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

此
蕗
じ
取
扱
は
ん
ざ
す
る
中
位
敦
(
云
丘
一
苦
心
も
亦
一
種
の
卒
均
方
法
で
あ
る
が
、
此
の
卒
均
値
の
計
算
の
遁

珪
は
甚
だ
原
始
的
で
あ
っ
て
一
見
甚

r粗
雑
な
る
卒
均
値
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
れ

rけ
他
面
に
は
微
妙
な
る
性

質
を
具
有
し
、
そ
の
利
用
方
法
じ
し
て
宜
し
き
を
得
ば
甚
だ
優
れ
た
る
卒
均
値
ご
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ざ
中
位
敷
は
蔵
官
見
以
来
日
倫
は
浅
く
、
(
註
〉
之
が
研
究
は
浅
く
し
て
只
ぞ
の
形
式
論
じ
止
り
、
之
が
本
質
仁

SυC. 
Zizek: Die StntI5tischen Mittd、.verte.s. 1 

E. Y. Edgeworth: On mcthods ()f Statistics (Jn町 nal"f the Royal St 
iety ，885) p. ，82. 
L Fishcr: Thc making ()f Tndex Nmnber. 

1) 
2) 

3) 



胸
れ
て
ゐ
る
も
の
は
甚
だ
少
い
の
で
ゐ
る
。
之
が
本
質
を
究
め
ん
ざ
す
る
に
は
、
平
均
す
る
事
ぞ
れ
白
樺
の
統
計

準
的
意
義
、
或
は
の

E
出
の
視
差
理
論
、
或
は

】
山
「
。

σ日
σ口
同
門
〕
T

・
の
究
明
か
ら
出
後
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
ゐ
乙

が
、
此
等
は
よ
く
浅
拳
の
在
の
企
て
能
は
古
る
所
で
ゐ
っ
て
之
が
研
究
は
他
日
を
期
し
、
本
論
文
に
於
て
は
唯

ご
し
て
脚
か
そ
の
一
本
質
に
鯛
れ
て
見
た
い
ご
忠
ふ
。

同

μ

同。-omzn

註
、
中
位
敷
が

P
E
B
-
-
E丘
ヨ
々
を
測
ゐ
匁
に
重
要
な
り
と
云
ふ
事
が
費
見
せ
ら
れ
た
の
は
約
五
十
年
前
で
あ
ヲ
て
、
其
の
後
白
E
F
同同

wnr-

心
再
E
E
-
c
t
E
P
H
-
m
n
H
5
2
等
む
皐
者
に
よ
り
開
墾
せ
、
b
れ
て
行
ワ
た
州
、
之
が
勧
め
て
昌
三
日
ロ
な
る
言
葉
を
以
て
略
ば
れ
た
時
は
乍
遺
憾

知
る
を
待
な
い
、
但
し
阿
国
営
住
・
に
於
で
は
の
乙
吉
ロ
は
足
止
さ
ロ
な
る
語
の
代
り
に
沼
丘
E
E

な
る
誌
を
以
て
呼
び
た
る
に
拘
ら
ず

7
5日μ円

。
ご
「
内
問
。
三
日
印
E
[
Z
E
E
-
∞c
n
r
q
・7
号
、
岡
畑
山
∞
に
あ
る
開
品
目
に
，
v
c
p
の
論
文
E
1
C
2
2
2
4
早込}町、
L

目
。
町
民
B
E
E
R
F
E
E
S
E
C
8
2
2
H

P
E
E
-
立
に
は
宮
町
全
自
な
る
語
を
用
ひ
て
居
る
か
b
、
宮
内
全
ロ
ロ
な
る
語
が
最
初
に
用
ひ
L
れ
た
の
は
忌
由
。
l
H
E
g
年
で
あ
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

第

中
位
敷
の
一
意
義

中
位
数
(
昌
n
E
E
)
ご
は
或
る
麗
敷
の
各
個
別
値
を
大
き
さ
の
順
に
並
ペ
た
る
時
に
そ
の
中
央
の
項
の
値
を
云

ム
。
故
に
中
位
教
の
上
下
に
は
夫
々
同
教
の
項
が
存
在
し
て
居
る
需
で
ゐ
る
。
之
を
代
数
的
に
一
耳
へ
ば
、
中
位
載

さ
は
項
数

n
な
る
教
訓
じ
於
て
夫
等
の
き
を
さ
の
順
に
設
ぺ
た
る
時
に
守
番
目
じ
営
る
項
の
値
を
一
宮
山
o

pnが
奇
敷
な
る
場
合
に
は
最
小
又
は
最
大
の
項
よ
り
任
番
目
に
嘗
会
が
中
位
載
で
あ
る
が
、

nが震

な
る
場
合
に
は
任
番
目
に
営
る
項
は
賓
在
し
と
か
ら
、
中
位
数
は
同
番
目
下
士
番
目
の
項
の
閉
じ
存
す

N

N

 

る
値
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
ヤ
番
目
ざ
ー
ザ
土
番
目
ざ
の
項
の
値
が
相
等
し
き
場
合
に
は
そ
の
値
が
直

e

e

ロ
十
回

も
に
中
位
載
さ
な
る
が
、
然
ら
ぎ
る
場
合
に
は
普
通
に
は
普
通
は

J
1番
目
の
項
の
値
ざ
し
て
中
央
の
二
項
の
算

説

31fi 

中
位
殿
白
木
賞

第
三
十
巻

九
四
丸

第
六
就

ノ、

j~ 

H. M. "'al¥，er; Studies In the l王istoryof Statistical l¥lethod 

小林新:経済統計皐1'.187-188. 
4) 
1) 



設

Jlfi 

巾
位
般
の
本
質

第
三
十
巻

先.

O 

九
五

O

第
六
山
内

術
平
均
を
以
て
す
る
の
で
あ
る
。
(
幾
等
卒
均
を
以
て
し
で
も
よ
い
需
で
わ
る
。
)

中
位
敢
に
し
て
此
く
の
場
き
計
算
過
程
を
有
す
る
以
上
、

ぞ
の
外
観
的
形
態
は
甚
だ
幼
稚
な
る
平
均
の
観
念
に

抑
々
中
位
数
は
蓋
然
誤
差
つ
ぎ
ず
を
の

2
Q『
)
の
算
定
、
〔
註
)
或
は
生
物
阜
の
r
t
常
分

基
げ
る
が
如
く
で
あ
る
が
、

布
曲
線

(
Z
g
d五
-
2コ
止
に
そ
の
端
を
殺
し
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、

の
甚
だ
大
な
る
場
合
に
用
ひ
ら
れ
始
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、

が
中
敷
値
の
周
h

リ
に
密
集
す
る
傾
向

蓮
縄
画
数
(
ハ
2
5
E
2玉

ω
2・一2
)
の
場
合
を
深
想
せ

~ 
'-' 
戸 F-

る
卒
均
の
方
法
で
め
る
。
従
っ
て
建
積
曲
教
の
個
別
備
の
平
均
侃
ざ
し
て
は

門戸一円

Jrvp

一=う

表
は
す
事
，
か
州
来
る

が
、
不
蓮
績
画
数
(
巴
一
月

S
Zロ
5
5
-
f号
出
)
或
は
聯
絡
性
少
き
桐
別
佐
の
平
均
方
法
ざ
し
て
は
不
通
常
で
あ
り
、

亦
意
義
も
少
い
。
故
仁
の
分
散
程
度
の
大
小
に
従
っ
て
中
位
数
の
平
均
値
ざ
し
て
の
意
義
も
段
々
さ
減
少

色
白
門
戸

し
て
行
〈
事
さ
な
る
。

誌
、
同

Msg-Lぬ
伶

4
3弓
は

Z
5
2
p
-
2
=
丹
主

2
E
-
K 

従
てよみ

て

封
構
的
P亡
分
散
Aみ

ら
れ
るπ)

申
位
数
に
従
属
せ
し
め
て
考
へ
得
ら
る
る
も
の
に
、
四
分
位
数

3
5
E
-
2
)
十
分
位
数

(-xirm)
百
分
位
数
百
内
E
S
E
-
2
)
等
が
あ
る
。
或
る
醐
世

鍛
白
個
別
値
を
大
奇
さ
白
順
に
並
べ
た
る
時
に
最
小
白
項
よ
り
数
へ
で
全
慢
の
項
の
四
分
。
一
の
所
に
位
ナ
る
項
の
値
を
下
白
四
分
位
敷
石
岡
)
問
分

の
三
白
所
に
位
ナ
る
項
の
値
を
上
白
四
分
位
毅
(
♂
)
と
云
、
中
。
同
様
に
全
慢
の
項
を
十
等
分
ナ
る
所
に
位
す
る
項
目
山
植
を
十
分
位
致
、
百
等
分
ナ
る

所
に
位
す
る
項
の
値
を
百
分
泣
扱
と
云
ふ
。
叉
場
合
に
主
ワ
て
は
八
分
位
致
、
十
六
分
位
数
、
千
分
位
数
等
も
用
ひ
ら
る
る
事
が
あ
る
。
此
の
中
で

最
も
多
〈
用
ひ
ら
る
る
も
の
は
四
分
位
放
で
あ
っ
て
、
上
下
の
四
分
位
数
と
中
位
取
と
を
以
て
全
慢
の
項
を
四
等
分
す
る
課
で
あ
る
。
可
放
に
会
穫
の

も
の
白
半
分
は
心
』
と
♂
と
の
間
に
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
鈍
園

d
剖
刊
の
大
小
に
依
っ
て
撒
布
白
程
度
白
大
小
を
測
る
一
つ
の
方
法
と
す
る
事
が

出
来
る
。

J
-
-
賞
際
生
物
統
計
宇
教
育
統
計
に
於
で
は
こ
の
範
国

d
刻
引
の
字
分

心

loa--心同
齢
別

Walker: ihid. P. 83目

Per::;or.s: Illdices of General Business Co四iition.p. ]26. 
小倉金之朋・統計的研究法 p.93-94・



た
る
値
を
以
で
撒
布
の
程
度
を
測
る
こ
み
一
屡
争
で
あ
う
て
、
此
の
値
り
が
所
制
問
分
偏
差
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」

中
位
敷
の
統
計
串
上
の
地
位
は
既
に
緒
言
に
於
て
述
。
へ
し
如
く
、
統
計
率
上
最
も
重
要
な
る
平
均
論
の
一
部
を

構
成
す
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が
、
卒
均
論
の
中
に
於
て
も
比
較
的
新
ら
し
〈
考
案
せ
ら
れ
た
る
卒
拘
方
法
で
あ
っ

て
、
而
も
そ
の
性
質
上
代
数
的
取
扱
の
不
可
能
な
る
閣
内
向
も
加
は
り
、
他
の
千
均
方
法
に
比
し
て
そ
の
研
究
は
齢

与
深
く
行
は
れ
て
は
居
な
い
の
で
あ
る
。

然
し
そ
の
性
情
上

E
Z
が
密
集
せ
る
も
の
の
平
均
方
法
ざ
し

τは
秀
で
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
密
集
性
多

き

旨

Z
を
比
較
的
仁
多
く
撤
す
る
傾
向
ゐ
る
生
物
皐
遺
儒
早
人
類
皐
仁
於
て
は
可
成
句
蹟
汎
な
る
利
用
範
閣
を

有
す
る
が
故
仁
、
比
等
の
自
然
科
皐
に
於
て
は
中
位
数
の
研
究
は
賞
用
上
よ
り
の
要
求
に
よ
っ
て
相
常
に
研
究
サ

ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
じ
精
神
科
皐
に
於
て
は
散
育
心
理
率
に
於
て
そ
の
利
用
を
見
た
る
の
み
で
あ
っ
て
、

経
癖
統
計
啓
仁
於
て
は
僅
か
じ
勢
賃
や
物
債
の
研
究
じ
、
或
は
季
節
的
接
勤
の
研
先
(
さ
じ
於
て
利
用
範
囲
を
有

す
る
の
み
で
あ
る
。
然
し
近
時
数
理
的
経
梼
統
計
皐
の
勃
興
に
仲
ひ
、
除
々
に
そ
の
利
用
範
園
を
描
張
す
る
事
ぎ

思
は
れ
る
。

註
、
季
節
的
費
動
を
測
定
す
る
に
]
話
丘
一

21CMFaHNn-zzzzrえ
と
云
ふ
方
法
が
あ
る
。
此
の
方
法
は

H5253
に
よ
り
祭
出
せ
与
れ

E
E
l

EML
大
撃
白
景
気
橡
測
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
方
法
で
あ
っ
て
、
最
近
季
節
的
轡
動
の
研
究
に
よ
〈
用
ひ
ら
る
る
様
に
な
っ
で
市
慌
た
。
此
の
方
法

白
一
帯
色
は
、
極
端
な
る
値
の
影
響
を
受
け
ぎ
る
冨
a
E
S
の
性
質
を
巧
み
に
際
用
し
、
普
通
白
ピ

s
r
p
r
t
z
z
z
rえ
に
去
っ
と
吉
を
取
入

れ
て
極
端
な
る
値
の
影
響
を
泣
け
、
亦
出

2
己

R
Z
E
を
も
消
毒
し
て
、
正
常
白
季
節
的
盤
動
を
求
む
る
所
に
あ
る
。

亦

F
E
E
Z
E
E求
む
る
方
法
と
し
て
の
移
動
平
均
法
に
も
宮
色
E
コ
を
取
入
れ
て
極
端
値
の
影
響
を
消
去
し
、
正
常
の
国
内

2-同

Z
Z

を
求
む
る

F
F
2
5品
。
『
冨
o
d
E
四
冨
丘
一
D

ロ
ル
V
-
E
-
山
方
法
も
あ
る
。
比
空
刀
法
は
昌
ユ

1

ヨ
ー
ク
の
聯
邦
準
備
銀
行
に
よ
り
用
ひ
ら
れ
、

7
4品
3

白
景
集
橡
測
に
引
用
せ
ら
れ
て
居
る
。

説

苑

九

中
位
歎
の
本
質

第
三
十
巻

九
2五

第
六
就

Persons: ibid 
Charldoιk: Principles and Methods of Statistics p. 3-44--347・

Secrist: An Introduction to Statistica! Methods p. 449-4So p. 450--455・
Ricb:: Handbook of mnthel1l::l.tical Statistu:s p. 15~~ 



宣党

苑

中
位
毅
の
本
質

第
三
十
巻

jl.. 
五

第
六
披

先企

第

中
位
敷
の
決
定
方
法

中
位
載
の
決
定
方
法
は

E
C
の
性
質
仁
よ
り
種
々
異
る
が
、
そ
の
根
本
の
考
へ
方
は
皆
規
を
一
に
す
ゐ
も
の
で

あ
っ

1
、
要
は
大
き
さ
の
順
に
抜
一
べ
ら
れ
付
乙

E
Z
の
中
央
の
頃
の
佐
佐
求
む
る
に
あ
る
。

仏

E
C
が
度
数
表
じ
集
め
ら
れ
て
居
ら
な
い
場
合
に
は
.
先
づ
ぞ
の
円
U
C
を
大
き
さ
の
順
仁
抜
べ
そ
の
項
数
日

=
「
叫

が
奇
数
の
場
合
に
は

J
ぃ
番
目
の
項
の
舶
が
卸
も
中
位
数
で
あ
る
。
日
が
偶
数
な
乙
場
合
に
は
中
位
裁
は
山
番
目

ざ
中
+
門
番
目
ざ
の
聞
い
あ
ゐ
事
は
明
か
で
あ

71
比
の
雨
項
が
岡
純
な
る
場
合
い
し
は
"
其
の
航
か
厚
い
〆
い
い
中
位
政

で
あ
る
が
、
然
ら
ぎ
る
時
に
は
普
通
は
柄
者
の
算
術
平
均
を
以
て
す
る
。
払
し
此
の
場
合
算
術
平
均
そ
以
て
す
る

事
は
便
法
で
あ
っ
て
幾
何
平
均
を
以
て
す
る
も
差
支
へ
は
無
い
帯
で
あ
乙
。
此
等
の
知
に
就
い
て
掛
り
正
確
に
す

る
も
中
位
数
そ
の
も
の
、
性
質
上
h
J
考
ふ
れ
ば
憐
り
立
義
は
無
い
が
、
純
理
論
的
に
云
へ
ば
特
に
補
間
接
を
以
て

す
べ
き
で
あ
ら
う
。

然
し
此
底
に
一
段
の
考
慮
を
要
寸
る
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば

guguで
あ
る
場
合
に
は
項
数
は
十
二
で
あ
っ
て
偶
数
で
あ
る
か
ら
、
大
ご
二
十
さ
の
聞
の
任
意
の
数
は
そ
の
上

下
に
夫
々
同
教
の
却
も
六
個
の
項
を
有
す
る
か
ら
、
凡
て
中
位
数
ざ
な
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
の
可
動
範
閣
は
険

h
に
贋
き
仁
失
す
る
。
亦
普
通
な
さ
る
る
方
法
に
よ
り
て
六
千
'
三
十
さ
の
算
術
平
均
十
三
を
以
て
中
位
数
ざ
す
る

も
齢
A

リ
意
義
は
な
い
。
(
算
術
平
均
は
二
四
・
二
五
)
亦
二
・
五
二
ハ
ゾ
」
云
ふ
如
き
数
列
に
於
て
五
を
以
て
中
位
載
さ
な
す
も

之
亦
同
様
に
十
一
品
義
な
き
一
畢
で
あ
る
司
、
此
等
は
只
擬
制
的
の
中
位
教
に
過
ぎ
守
、
十
三
或
は
五
は
何
等
此
等
教
列
の

円
】

F
F
門
山

カ?

〕
山
・
ロ
・
品
・
口
・
{
凶

ω
。・U
{
)
w
ι

。、。。
w



代
表
侃
寸
」
認
む
ぺ
き
根
撲
が
無
い
。
此
〈

ω如
く
般
A
T
人
工
的
に
卒
均
値
を
求
め
得
た
ご
し
て
む
、
そ
の
卒
均
値

さ
し
て
の
債
値
は
甚
だ
低
い
の
で
あ
る
。
此
く
し
て
中
位
裁
は
不
連
韻
画
歎
又
は
小
な
る
敦
列
の
場
合
仁
は
会
〈

意
義
な
き
平
均
値
千
」
な
り
終
る
の
で
あ
る
。
故
に
中
位
散
の
利
用
に
営
つ
て
は
よ
く
そ
の

E
Z
を
吟
味
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
如
何
な
る
お
2
2
に
も
直
ち
に
用
ひ
得
ら
る
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

円
山
開
門
仰
が
度
数
分
布
表
に
集
め
ら
れ
て
居
る
場
合
に
は
各
階
級
内
に
於
げ
る
度
載
は
均
等
仁
撒
布
せ
ら
れ
て
居
る

芝
公
ふ
椴
定
に
立
っ
て
、
比
例
法
ぞ
用
ひ
て
中
位
教
を
求
め
る
白
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
連
績
数
列
及
び
硬
い
階
級

仁
分
類
せ
ら
れ
穴
る
不
蓮
韻
数
列
の
場
合
に
は
、
階
級
内
の
撒
布
は
均
等
で
あ
る
ご
般
定
し
て
ち
、
此
の
恨
定
か

ら
生
や
る
誤
差
は
極
め
て
小
さ
く
、
口
町
m一
号
門
し
て
も
差
支
へ
は
な
い
の
で
あ
る
リ

画
法
じ
よ
り
中
位
敷
を
決
定
す
る
に
は
若
し
分
布
曲
線
が
理
想
的
に
描
か
れ
て
居
る
場
合
に
は

x
軸
へ
の
垂
繰

に
よ
っ
て
其
の
面
積
を
二
等
分
す
る
様
な
位
置
が
中
位
敷
で
ゐ
る
。
何
さ
な
れ
ば
階
頓
に
属
す
る
佃
鴨
の
数
以
そ

の
二
分
せ
ら
れ
た
る
各
々
の
面
積
に
比
例
す
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
此
く
の
如
〈
に
面
積
4

伊
三
等
分
す
る
線
を
引

く
事
は
貫
際
は
甚
だ
困
難
で
あ
っ
て
、
亦
曲
線
そ
の
も
の
を
描
〈
場
合
に
も
誤
差
を
生
や
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此

の
方
法
は
賃
際
に
は
殆
ん
ぎ
用
ひ
ら
れ
な
い
。
度
数
分
布
表
立
ち
直
ち
に
圃
誌
を
以
て
中
位
敷
四
分
位
敷
等
を
求

な
る
方
法
も
あ
る
が
之
は
結
果
よ
り
見
れ
ば
究
に
通
ぶ
る
累
積
度
数
分
布
曲
線
の
場
合
さ
殆
ん
ど
規
J

伊
二
に
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
此
蕗
に
は
遁
ぺ
な
い
が
♀
包
号
岳
が
詳
し
く
説
明
を
な
し
て
居
る
〆
ら
夫
を
委
照
せ
ら
れ
度

い。
次
に
累
積
的
度
数
分
布
曲
線

(
P
B
己
主

5
F宮
2
4
u
u
E
v
z
z
cロ
(
〕
己
完
)
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
此
白
方

説

苑
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披

丸
五
四

法
を
用
ふ
る
が
鴻
に
は
先
づ
普
通

ω分
布
表
じ
奥
へ
も
れ
た
る
度
数
を
順
次
累
加
し
て
累
積
的
度
数
分
布
表
を
作

成
し
、
此
の
表
に
従
っ
て
累
積
的
度
数
分
布
闘
を
描
き
之
を
滑
か
な
る
曲
線
さ
な
し
、
章
一
直
親
上
の
累
積
的
度
数

の

g
xの
賠
よ
り
水
平
線
を
引
き
、
曲
綿
さ
の
究
結
よ
り
垂
線
を
立
て

x
軸
ご
交
は
ら
し
む
れ
ば
‘
そ
の
交
賠
が

即
ち
中
位
軟
で
あ
る
。
四
分
位
教
に
於
て
も
同
様
で
め
っ
て
、

ω
ヱア

J

日
明
引
の
勅
よ
り
同
様
の
過
程
を
行
へ
ば
、

夫
々
下
の
四
分
位
致
、
及
び
上
の
四
分
位
敷
を
得
る
の
で
あ
る
o

十
分
位
数
、
百
分
位
数
等
も
普
通
此
の
方
法
仁

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る

Q

中
位
般
の
定
韓
日
ト
従
へ
ば
回
熱
情
的
度
数
分
布
串
A
K成
作
す
る
場
合
仁
、
上
端
よ
L

り
計
算
し
て
も
下
端
よ
り
計
算

し
て
も
同
一
の
中
位
教
を
特
ぺ
き
理
で
あ
る
か
ら
、
上
下
よ
り
計
算
し
穴
る
一
一
本
の
累
積
的
度
数
分
布
曲
棋
は
巾

位
敷
の
所
に
於
て
賂
に
交
叉
す
ぺ
き
筈
で
あ
る
。
此
く
分
布
の
上
下
南
端
よ
り
計
算
せ
る
中
佐
敷
は
一
致
す
ぺ
し

ご
一
冨
ふ
根
本
原
則
を
建
て
た
の
は

Z
n
-
5
2
が
最
初
で
あ
る
。
さ
れ
ざ
中
杭
数
も
四
分
位
数
も
完
全
に
一
致
す
る

場
合
は
甚

r稀
で
あ
っ
て
、
寧
ゐ
普
通
は
多
少
や
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
ゐ
る
。
曲
線
に
は
多
少
の
誤
差
は
伴
ふ

も
の
で
あ
り
、
亦
階
級
内
の
分
布
は
必
や
し
ら
蝦
定
の
如
く
に
均
等
に
分
布
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
従
っ
て

岡
法
は
唯
近
似
値
を
り
み
表
は
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
は
寧
乃
営
然
の
事
さ
云
は
お
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
普

通
は
下
よ
り
上
へ
の
累
積
度
数
分
布
曲
線
の
み
が
用
ひ
ら
れ
る
。
此
く
の
如
く
に
中
位
数
は
比
例
法
に
よ
・
り
て
も

固
法
に
よ
り
て
も
求
め
得
ら
る
る
の
で
あ
る
が
、
聞
法
は
比
例
法
に
比
し
て
そ
の
性
質
上
説
差
の
程
度
が
大
で
あ

っ
て
、
比
例
法
よ
り
も
不
亙
確
た
る
を
弛
れ
な
い
。
画
法
は
何
れ
も
近
似
値
の
み
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

il川¥p. 8S Walkel 
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中
位
敷
の
性
質

Edgeworth: Some New Metho_ds of ~eaS'Llr~g VaTIation in General Prices. 
(Joi.unealof the Royal Statistical Socielty. Junc 1888) p. 360 

中
位
敷
は
既
に
越
ぺ
た
る
が
如
〈
仁
、
大
き
さ
の
順
に
並
ぺ
ら
れ
た
る
敷
列
の
中
央
の
項
で
あ
る
か
ら
、
大
小

の
順
位
さ
中
央
の
項
の
値
に
鐘
化
な
き
限
h
ノ
、
麓
化
し
な
い
。
而
し
て
九
て
の
項
ぞ
度
数
一
ご
見
倣
す
以
土
じ

は
極
端
な
る
項
の
存
在
を
無
鵡
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
極
端
値
の
影
響
は
消
去
せ
ら
れ
る
の
で
ゐ
ゐ
。
中
位
数
は

此
の
性
質
あ
る
が
瀦
仁
、
或
る
数
列
4
T
4
均
す
る
場
合
仁
そ
の
数
列
一
円
の
極
端
な
る
値
の
影
響
ぞ
好
ま
ざ
る
場
合

に
は
平
均
ざ
し
て
中
位
教
は
甚
だ
便
利
で
あ
る
。
例
へ
ば
南
北
戦
争
中
の
木
綿
及
煙
草
の
如
く
極
端
に
襲
勤
し
た

る
商
品
が
存
在
す
乙
場
合
仁
、
仰
の
卒
均
方
法
に
よ
る
な
ら
ば
正
常
的
の
物
債
指
数
ぞ
得
ら
れ
な
い
が
、
中
位
教

を
周
ふ
る
な
ら
ば
斯
る
特
殊
の
商
品
の
極
端
な
る
費
動
よ
り
影
響
を
受
く
る
事
な
〈
、
正
常
的
物
債
指
数
を
得
る

事
が
出
来
る
。
中
位
数
に
此
の
性
質
あ
乙
が
鋳
に
相
官
の
利
用
範
国
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

中
位
敷
は
凡
て
の
項
そ
考
慮
す
る
貼
に
於
て
は
算
術
卒
均
さ
同
様
で
あ
る
が
、
後
者
が
極
端
な
る
債
に
直
接
の

影
響
を
受
く
る
貼
ご
は
異
な
っ
て
居
る
。
又
極
端
な
る
値
じ
影
響
せ
ら
れ
な
い
貼
は
並
み
歎

(
g
E之
さ
同
様
で
ゐ

る
が
並
み
敷
が

B
g土
E
E
F
Z
E
E
n
の
み
を
採
り
て
他
の
凡
て
の
項
を
金
然
考
慮
せ
ざ
る
勤

εは
異
る
。
又

算
術
卒
均
三
中
位
敷
さ
の
形
式
的
の
根
本
相
違
貼
は
、
前
者
の
代
敷
的
取
扱
可
能
な
る
に
劃
し
て
後
者
は
犬
が
不

可
能
な

h
さ
一
五
ふ
所
仁
存
す
る
。
此
の
貼
に
闘
し
て
は
並
み
教
ご
性
質
を
閉
じ
ふ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
代
敷
的

取
扱
の
可
能
な
る
算
術
平
均
、
幾
何
平
均
、
調
和
卒
均
等
を
凡
て

B
Bロ
ざ
帯
し
、
代
数
的
取
扱
不
能
な
る
中
位

数
、
並
み
載
を

zmsmm
ざ
離
し
て
、
雨
者
を
匝
別
し
て
居
乙
の
は
委
営
で
あ
る
。

設
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第
六
披

九
六

手巨

第
一
一
一
十
巻

Z心

町

一

L

一、

4
ノ

可
4
」
ノ

中
位
殿
白
木
賞

分
布
曲
線
が
完
全
に
劃
種
的
な
る

E
Z
E
H討
を
な
す
時
に
は
算
術
平
均
、
中
位
数
、
技
み
数
等
の
凡

τの
平

均
値
が
一
致
す
る
事
は
論
を
侯
た
な
い
。
然
し
完
全
に
調
講
的
で
あ
っ
て
も
、
分
布
曲
線
が
U
字
形
を
な
す
場
合

に
は
算
術
平
均
さ
中
位
数
は
一
致
し
て
最
中
央
に
来
る
い
か
、
話
一
み
数
は
最
端
じ
行
く
で
あ
ら
う

U

非
劃
輔
形
の
場
合
に
は
勿
論
夫
等
の
位
置
は
異
な
っ
て
来
る
。
而
し
て
夫
等
の
位
置
に
就
い
て
は
椛
定
的
の
相

互
関
係
は
存
在
し
な
い
が
、
少
し
偏
よ
れ
る
分
布
曲
綿
の
場
合
に
於
て
品
、
並
み
数
ご
中
位
毅
ご
策
術
平
均
ご
は

そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
示
す
の
で
あ
る
。
印
ち
並
み
教
は
曲
掠
の
最
頂
貼
の
直
下
に
ゐ
る
、
中
位
数
は
極
端
な
る
項
の

値
じ
は
影
響
伝
受
け
な
い
が
ぞ
の
現
の
石
在
に
は
度
数
一
之
し
て
の
影
響
を
受
け
る
の
で
あ
ゐ
か
ら
、
極
端
な

る
項
の
存
在
す
る
方
の
側
へ
並
み
数
よ
り
は
少
し
偏
よ
っ
て
居
る
、
又
算
術
平
均
は
極
端
な
る
項
の
備
に
直
接
の

影
響
を
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
中
位
数
よ
り
も
克
に
極
端
な
る
項
の
存
在
す
る
側
へ
偏
よ
る
の
で
あ
る
。
故
に
少

し
偏
よ
れ
る
胃

--E閣
官
官
の
分
布
曲
線
に
於
て
は
中
位
教
は
常
に
並
み
教
さ
算
術
卒
均
さ
の
聞
に
存
在
し
‘
経
験

的
に
は
そ
の
聞
の
間
隔
仁
就
い
て
は

:::;: 
c1> 

'" D 

E 
a 
巾

11 

B 
r古
田

ヨ
「も
L 

'" 

な
る
関
係
の
存
す
る
事
が
知
ら
れ
て
居
る
。

g
m
2
2吾
は
中
位
教
の
愛
用
者
で
ゐ
る
が
、
中
位
教
が
算
術
卒
均
よ
り
ち
幾
何
平
均
じ
接
近
し
て
居
る
ら
し

く
見
え
る
の
は
不
思
議
で
あ
る
ご
云
っ
て
居
る
が
、
者
同
]
与
の
云
ふ
所
に
よ
れ
ば
不
思
議
で
は
な
い
。
却
も
中
位

、、

教
は
、
仕
g

が
m

川町吉岡市丹江円}担当
C
『

色

5
B
2
8
じ
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
居
る
時
じ
は
幾
何
平
均
に
ヨ

y
接
近

、.、.

L
、
〉
コ
号
ヨ
内
庁
一
円
一
担
当
、
0
司
門
出
国
宮

E
g
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
居
る
時
に
は
算
術
平
均
に
ヨ
リ
接
近
す
る
の
で
あ

132-1:3.3・

Chaddoc1ζibid p. 136. 
Chaddock: ibid p. '37 
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而
し
て
観
測

(
C
Z
2
2
t
cロ
)
以
後
者
の
法
則
に
、
測
定
(
白
色
ヨ
丘
町
)
は
前
者
の
法
則
に
従
つ
工
分
配
す
る
も

の
で
あ
る
。
債
格
は
亦
前
者
の
法
則
に
よ
り
配
列
さ
れ
る
事
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
註
〉

Emm巧
O
H
A
V

は
此
の
債
格

ロK
内
い
」
l
h
M
F
官

三

一

円

る
o 明立五註

、
ョ
m・
同

"+> 
r・・

白ロ

ー

』斗3
，.. . ...， 
N 

~:l .. 

Cコ
ー、

/ 

一三
↓H
U
J
 

0_ (コ

-‘ 

，'f'l- 仲

ミ

¥
 

引
町
、

，~ . 

C
 

什

。円F
H

0

4門

H

D
片

山

O
中

R
A甘

H
仲

』

戸

が

h
r
H
-
F
E
E
-わ
宮
要
。
『

r
丘駅
HVANE-。
P

5
 

で
あ
る
。

剛

-mN-
が

mmxvEE
ユわ
-
P
者

A
L
ι
臣
官

E
Eごロ

然
し
一
八
六
二
年
の
木
綿
に
於

に
劃
し
て
は
幾
何
平
均
を
薦
め
中
位
敷
を
夫
に
夫
ぐ
も
の
ご
し
て
薦
め
て
居
る
。

で
あ
明
、

げ
る
が
如
く
に
或
る
貨
物
が
極
端
な
る
値
を
示
し
、

.，... -‘ 

幾
何
卒
均
が
無
理
に
そ
の
影
響
を
受
〈
る
が
如
き
場
合
に
は

格
に
劃
す
る

却
っ
て
中
位
敷
が
薦
め
ら
る
ぺ
き
も
の
さ
し
て
居
る
。

巧
巳
uz
は
之
じ
劃
し
て
衣
の
如
く
越
ぺ
て
居
る
。

》
四
円
回
目

O
P

開
向
山
内
町
宅
。
『
同
町

の
説
が
誤
っ
て
居
h

中
位
数
は
算
争時
平
均

ヨ、 sn
y、も

接
近
し

亦
若
し

=。--BP}
勺

--ogE一守
2
2
m

〉
ユ
昨
}
H
B
m門
戸
内
』
担
当

に
従
っ
て
債
格
が
分
散
す
る
も
の
ご
す
れ
ば
、

耳
、
。
ュ
『
の
設
が
正
し
〈
債
格
は

設

]om
町三円
F
S
K
-
V

「。σ目
σ一一↑叶可

tlp 
も

m
n
c
B
n
E
n

』

hZ司
。
『
色
町
勺

2.
印回。=

n
Z
『
〈
町

苑

中
位
数
白
木
賞

負s

七

第
三
十
巻

九
五
七

第
六
鍍

卸
も
債

。
『
ふ
F
M
a

同
島
内
向

に
従
つ

ー

'Valsh: ibid p， 40-41. 5) 



説

中
位
歎
白
木
賞

九
五
入

第
六
蹴

九
A 

苑

第
三
十
巻

て
分
散
す
る
も
の
ざ
す
れ
ば
、
中
位
教
は
幾
何
卒
均
に
ヨ
"
ノ
接
近
す
る
事
さ
な
る
。
故
に
を
包
印
}
日
は

E
m
2
2
5

の
詑
は
寧
ろ
「
債
格
は
場
合
に
よ
っ
て
此
等
二
通
り
の
法
則
に
従
っ
て
分
散
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
中
位
敷

は
債
格
の
此
の
雨
慢
の
委
に
劃
し
て
自
身
自
働
的
に
調
整
す
る
か
ら
、
中
位
教
は
債
格
の
卒
均
注
し
て
は
最
も
よ

い
方
法
で
あ
る
。
故
に
中
位
敷
は
最
も
包
合
性
多
き
も
の
で
あ
り
・
且
妥
協
性
の
多
い
も
の
で
あ
る
c
」
之
改
む
イ

き
も
の
ご
し
て
居
る
。

前
仁
一
腰
々
繰
返
し
遁
吋
た
る
所
で
め
る
が
、
中
位
教
は

3
5日
E
C
S
O
円
仁
そ
の
端
を
殺
し
て
居
る
の
で
ゐ
る

か
ら

E
S
が
多
数
で
あ
る
事
を
要
し
、
亦
度
数
分
布
表
仁
集
め
ら
れ
て
居
る
場
合
に
は
階
級
の
狭
き
事
を
必
要

保
件
ざ
す
る
の
で
あ
る
。
階
経
内
の
分
布
は
均
等
な
り
さ
云
ふ
般
定
に
立
っ
て
始
め
て
中
位
教
を
求
め
得
る
の
で

ゐ
る
か
ら
、
連
績
曲
敷
仁
於
て
1
hそ
の
階
級
が
傍
り
に
慶
、
昔
、
仁
失
し
又
は
岳
S
が
少
数
な
る
場
合
じ
は
、
そ
の

恒
定
は
根
捕
酬
を
失
ム
、
促
令
此
の
恨
定
に
基
き
中
位
載
を
算
定
し
得
て
も
、
夫
は
提
制
的
の
平
均
値
で
ゐ
っ
て
決

し
て

E
5
〈
告
白
を
示
し
て
居
る
も
の
で
は
無
い
。
又
不
蓮
績
画
数
に
於
て
は
、
観
測
が
正
確

E
っ
.
多
数
で
あ

り
、
目
盛
小
さ
〈
階
扱
が
税
い
時
仁
始
め
て
中
位
教
は
よ
い
卒
均
値
ざ
な
り
得
る
が
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
賞
に

擬
制
的
の
平
均
値
さ
な
り
格
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
位
数
の
利
用
に
営
つ
て
は
大
い
に
注
意
h
z
要
す
る
の
で
あ
る
。

突
に
中
位
数
の
長
所
或
は
短
所
ど
考
へ
ら
れ
る
結
を
総
括
し
て
列
暴
し
、
今
後
中
位
敷
を
利
用
す
る
場
合
へ
の

指
針
ご
し
た
レ
。

先
づ
中
市
悦
教
の
長
所
ぜ
考
へ
ら
る
る
賠
を
奉
ぐ
れ
ば
次
の
ム
ハ
つ
を
教
へ
る
事
が
出
来
る
。

一
極
端
な
る
項
-L
影
響
せ
ら
れ
ぎ
る
事
。
此
の
性
質
あ
る
が
矯
め
に
賃
銀
統
計
、
物
債
統
計
に
中
位
教
が
よ
く
用

日eC口st:ibid p. 2守4
Yule: ibid p. II6-117・

6) 
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ひ
ら
れ
、
又
極
端
値
の
影
響
を
好
ま
ざ
る
他
の
統
計
に
も
鼎
来
に
用
ひ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。

コ
多
〈
の
計
算
を
用
ひ
や
し
て
簡
墜
に
求
め
得
ら
る
る
事
、
完
全
な
る
寸
巾

-z-E]白
の
封
蒋
形
に
近
き
分
布
曲
隷

に
於
て
は
各
種
の
平
均
値
は
殆
ん
ど
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
じ
正
確
な
る
を
要
せ
，
さ
る
場
合
に
は
中
位
敷

J

は
計
算
が
簡
撃
で
ゐ
る
か
ら
便
法
ご
し
て
庚
き
利
用
範
園
を
持
つ
。

日
性
質
が
簡
車
明
瞭
で
一
般
に
理
解
し
易
き
事
。

附
完
全
な
る
報
告
の
必
要
な
当
、
恥
ο

各
項
に
闘
す
る
調
査
資
料
が
正
確
且
完
全
な
ら
玄
る
場
合
に
於
て
む
猶
中
位

齢
棋
は
正
確
仁
見
出
す
事
を
得
る
。
例
へ
ば
賃
銀
調
査
に
於
て
賃
銀
が
卒
均
よ
れ
り
蓮
か
じ
下
位
に
ゐ
る
十
高
人
の

労
働
者
が
全
保
申
告
に
表
は
れ
な
い
様
な
場
合
じ
は
、
之
よ
り
算
術
平
均
そ
求
壮
る
事
は
出
来
な
い
が
、
中
位

殿
は
求
め
得
ら
る
る
の
で
め
る
。

喧
計
量
し
待
ざ
る
量
に
適
用
し
得
る
弘
。
例
へ
ば
少
年
の
智
能
の
程
度
の
平
均
を
求
む
る
場
合
に
、
そ
の
智
能
の
程

度
を
数
量
的
に
各
人
に
就
い
て
調
査
す
る
事
は
甚
だ
困
難
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
此
〈
の
如
き
場
合
に
算
術
平
均

を
求
h
u

る
事
は
最
難
事
ざ
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
然
る
に
少
年
を
智
能
の
程
度
に
従
っ
て
配
列
す
る
事
は
左
程
困
難

で
な
い
か
ら
、
そ
の
卒
均
ご
し
て
中
位
教
を
求
む
る
な
ら
ば
、
そ
の
配
列
の
中
央
の
少
年
の
一
人
の
智
能
の
桂

度
を
知
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
斯
る
計
量
し
得
ざ
る
量
の
卒
均
ざ
し
て
は
中
位
数
は
甚
だ
便
利
で
ゐ
る
。
之

は
の
と

EH
が
最
初
に

z
Z丘
三
白
巳

E
H
E
E
M門
司
=
又
は
二
『
百
円
EE--
可。
2
5
二
に
於
て
用
ひ
た
る
方
法
で

あ
っ
て
、
此
の
研
究
の
必
要
上
よ

b
百
分
位
数
は
生
れ
た
の
で
あ
る
。

は
他
の
平
均
方
法
で
は
計
量
方
誌
の
異
な
る
に
従
っ
て
平
均
値
仁
相
遣
を
来
す
事
が
あ
る
の
に
、
中
位
敷
は
如
何

説

穿E

中
位
搬
の
本
質

第
三
十
巻

第
六
蚊

九
五
九

九
ブι

小林新:ibid. p. 193・
Bo¥Vley: Elements of Statistics p. I03 

Bowley: ibid p. 103-104・

、，ノ、
.
J

、，J
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説

巾
位
放
の
木
質

第
三
十
血
管

第
六
鵠

O 
O 

九
六

O

要E

な
る
計
量
方
法
を
用
ひ
て
も
常
仁
同
一
で
あ
る
。

尖
に
中
位
教
の
短
所
さ
考
へ
ら
る
る
酔
却
を
列
撃
す
れ
ば
究
の
加
く
で
わ
る
。

↓
一
列
の
観
客
の
中
央
値
は
其
の
典
型
さ
は
全
然
離
れ
て
居
り
、
観
察
さ
れ
た
穂
々
の
劉
象
物
の
何
れ
に
も
接
近

し
て
居
な
い
か
も
知
れ
ぬ
ず
し
一
五
ふ
車
、
故
じ
中
位
教
は
主
ざ
し
て
大
部
分
の

E
C
が
可
成
り
按
近
し
て
集
ま

っ
て
居
る
場
合
即
ち
連
繭
嗣
敷
の
場
合
に
使
用
し
て
唱
』
ぞ
始
め
て
有
効
な
の
で
あ
る
。

二
代
数
的
取
扱
の
不
可
能
な
る
事
、
抽
象
的
に
取
扱
ふ
場
合
に
不
便
な
る
事
が
多
い
。

日
利
用
範
国
が
制
限
ゼ
ら
れ
て
居
る
事
、
中
位
教
は
翫
仁
述
べ
わ
い
る
が
如
〈
「
ト

E
E
の
性
質
ド
よ
り
て
は
刺
周

し
特
ぎ
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
利
用
に
営
つ
て
は
考
慮
を
要
す
る
。
特
に
鰹
梼
統
計
準
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
中

位
敷
の
利
用
範
園
は
相
営
の
制
限
を
受
け
て
居
る
の
で
あ
る
。

同
蓋
錯
誤
差
の
犬
詰
る
事
、
計
算
の
遁
程
は
甚
だ
原
始
的
で
あ
る
か
ら
蓋
然
誤
差
は
相
官
仁
大
で
あ
っ

τ正
確
な

る
平
均
値
を
要
す
る
も
の
に
は
時
hJ
過
し
な
い
。
蓋
然
誤
差
が
大
で
あ
る
矯
め
に
、
可
成
り
正
確
な
も
の
を
得

る
じ
は
他
の
平
均
値
仁
比
し
て

岳
訂
が
多
い
事
を
必
要
保
件
ざ
す
る
の
で
あ
る
。

第
五;

中
位
敷
の
誤
差

中
位
敷
じ
は
夫
ざ
諸
佃
別
値
ど
の
差
の
絶
掛
値
の
融
和
は
最
小
な
り
さ
云
ふ
性
質
が
あ
る
。

此
の
性
質
は

F
n
E
R
が
最
初
に
詩
明
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
中
杭
数
は
夫
さ
諸
個
別
値
さ
の
差
の
組
封

値
の
綿
和
が
最
小
な
h

，，

f
」
云
ふ
性
質
を
有
し
、
算
術
平
均
以
夫
ぜ
諸
個
別
値
T
」
の
差
の
卒
方
の
縄
和
が
最
小
な
り

小林新 ibidp. 194・
~9wley ，ibid p. 104. 
Walsh ， ibid p. 46. 



ず
」
云
ム
性
質
を
有
し
‘
又
他
の
或
る
卒
均
(
伎
は
此
の
平
均
の
型
は
愛
見
し
得
な
か
っ
た
が
夫
を
得
、
方
法
は
壷

し
て
居
る
)
は
夫
ご
諸
佃
別
倣
さ
の
差
の
三
乗
の
融
和
が
最
小
な
り
さ
一
五
ふ
性
質
セ
有
す
る
事
を
指
摘
し
た
。
此

〈
し
て

Hun-52・
は
算
術
平
均
を
中
位
数
に
優
る
も
の
ご
し
、
従
っ
て
最
小
の
三
乗
値
を
有
す
る
平
均
は
算
術
卒

均
に
優
h
ノ
、
最
小
の
四
乗
値
を
有
す
る
卒
均
は
三
乗
値
の
卒
均
よ
り
優
る
ざ
し
た
。
此
〈
し
て
幕
敷
の
多
き
最
小

値
を
官
官
す
る
も
の
程
、
勝
れ
た
る
平
均
な
り
ご
推
論
し
た
の
で
あ
る
。
故
に
中
位
歎
は
醜
擦
が
不
匝
確
な
る
場
合

に
は
充
分
で
ゐ
る
が
、
観
察
が
よ
り
正
確
な
る
場
合
に
は
算
術
卒
均
な
要
す
さ
な
し
た
の
で
あ
る
。

H
r
n
E
R
は

亦
簡
撃
な
る
例
を
掲
げ
て
之
を
説
明
し
て
ゐ
る
。

mr意
に
選
探
せ
る
、
七
個
白
催
、
零
、
二
、
川
、
六
、
七
、
入
、
八

D
鍛
列
に
於
い
て
は
、
主
刊
の
算
術
平
均
は
況
で
あ
明
、
中
位
取
は
六
で
あ
る
。

中
佐
敏
に
於
い
て
は
其
の
偏
去
の
総
和
は
一
じ
で
あ
る
が
町
中
位
鍛
以
舛
む
値
よ
り
の
偏
差
の
総
和
の
方
が
大
で
あ
る
。
そ
れ
は
数
列
ゅ
の
二
恨

で
あ
っ
て
も
よ
い
し
、
叉
数
列
中
白
二
項
聞
の
卒
均
で
あ
ヲ
て
も
よ
い
の
で
あ
う
て
、
例
へ
ば
四
と
六
と
の
算
術
平
均
五
よ
り
目
偏
歪
白
線
和
は

一
八
で
あ
り
、
問
と
七
と
の
算
術
平
均
孟
・
五
よ
り
の
一
価
歪
の
総
和
は
一
七
・
五
で
あ
り
、
又
ニ
よ
り
の
偏
濯
の
線
利
は
二
三
で
あ
る
。
之
に
反
し

て
(
算
術
平
均
)
よ
り
の
一
価
歪
の
平
方
白
地
和
は
五
八
で
最
小
で
あ
る
。
例
へ
ば
六
(
中
位
数
)
よ
り
の
偏
歪
の
平
方
の
総
和
は
六
五
で
あ
る
。

ヘ
c
r
E
母
ロ
〉
z
m四
=
開
ω
耳
OH
円
代
凶
作
二
乙

g
z
g
』一
M
5
・2
n
f
z
コ四
m
m
g
E
E
F
Z
N
O
)

阪
仁
堪
ぺ
た
る
が
如
く
に
中
位
数
佐
用
ふ
る
が
骨
却
に
は
多
〈
の

E
C
を
必
要
保
件
ご
す
る
。
院
仁
緒
言
に
於

て
遮
ぺ
し
如
く
、
中
位
敷
の
計
算
の
過
程
は
原
始
的
で
あ
っ
て
且
代
教
的
取
扱
不
可
能
な
乙
が
矯
め
仁
、
中
位
教

の
蓋
然
誤
差
は
自
ら
大
な
ら
ず
る
を
得
な
い
の
で
ゐ
る
。
中
位
敷
の

POEt-。
2
5
は
算
術
平
均
の
夫
よ
ら
も

大
で
あ
っ
て
、
算
術
平
均
さ
同
様
の
確
か
さ
を
持
た
し
む
る
た
め
に
は
、
算
術
卒
均
に
一

0
0
の
観
測
を
な
し
た

ざ
す
れ
ば
中
位
敷
仁
は
ニ
一
七
の
観
測
を
し
な
り
れ
ば
な
ら
れ
山
。

Emπ
き「丹

}

H

も
此
く
の
如
く
中
位
載
の
諜
差
は

算
術
卒
均
の
夫
よ
り
も
少
し
大
な
る
事
を
認
め
、
中
位
敢
に
於
て
観
測
の
回
数
を
増
す
な
ら
ば
算
術
平
均
さ
同
様

設

jl!: 

中
位
扱
白
木
宮
、

第
三
十
巻

九

第
六
時
恥

O 
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中
位
扱
白
木
賞

第
一
二
十
巻

九
ノ、

第
穴
脱

O 

の
催
か
ら
し
さ
を
持
つ
事
が
出
来
る
さ
一
五
つ
て
ゐ
る
。

】宮内
-3
は
中
位
数
の
近
似
的
蓋
然
誤
差
の
値
さ
し
て

。
同
印
刷
苧

4

但
し
、
ー
は
中
位
鍛

d

¥

Z

M

m

は
観
測
の

M
扱

を
出
し
て
居
る
。
之
は
標
準
誤
差
の

3
9一戸ず一目

2
4
2

よ
b
約
了
一
一
三
倍
だ
け
大
で
あ
か
。
小
倉
氏
の
書
に

掲
げ
ら
れ
て
居
る
公
式
を
示
せ
ば
突
の
加
〈
で
ゐ
L
o

中
位
教
の
標
準
誤
差

手

H
G
u
u
l
r
υ

E

く
Z

中
位
敷
の
確
率
諜
差

ミ

】》・戸
t
H

。-ZE--け

i

J

¥

Z

 

「
之
等
の
公
式
は
或
る
般
定
の
下
に
計
算
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
近
似
的
に
正
し
い
さ
見
倣
し
符
ゐ
が
決
し
て
厳

密
な
も
の
で
は
な
い
。
之
等
の
H

公
式
に
於
て
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
之
等
の
統
計
侃
の
正
依
度
が
測
定
数
N
の

卒
方
根
に
比
例
す
る
事
で
あ
る
o」

中
位
敷
を
計
算
す
る
に
営
っ
て
度
数
分
布
表
に
集
め
ら
れ
た
る

E
Z
よ
り
比
例
法
に
よ
っ
て
求
む
る
場
合
に

階
扱
内
の
分
布
は
均
等
な
ち
ご
の
般
定
に
立
っ
た
が
、
貰
際
じ
於
て
は
決
し
て
均
等
で
は
な
く
中
数
値
に
向
っ
て

集
中
す
る
傾
向
が
あ
ふ
o

故
に
一
つ
の
階
経
内
に
於
て
も
、
そ
の
階
級
を
折
卒
す
れ
ば
中
数
値
に
近
き
方
の
竿
分

仁
他
の
遠
き
方
の
宇
分
に
よ
り
も
多
〈
の
度
敷
を
合
ん
で
居
る
も
の
で
ゐ
る
。
故
に
中
数
値
よ
り
下
中
階
級
に
於

Edgeworth; 1'he Doctrine of Indexumnber (E白川りmicJoumal， June 1り18)p. 
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小倉金之助:ibid p. 659. 
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て
は
上
の
階
級
に
行
く
ほ
ど
度
教
の
密
度
が
濃
厚
で
あ
る
が
、
中
数
値
を
越
へ
て
上
の
階
訴
に
行
げ
ば
、
前
守
」
反

封
に
上
の
階
級
仁
行
く
は
ざ
度
敷
は
稀
薄
に
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
階
級
の
贋
さ
が
倍
仁
な
れ
ば
夫
だ
り
階
級
内

の
分
布
が
均
等
な
り
さ
の
椴
定
は
事
質
じ
遠
ゴ
か
り
、
従
っ
て
夫
よ
り
求
め
た
る
中
位
教
は
不
正
確
さ
な
り
、
竿

分
の
階
級
の
廉
さ
に
し
た
る
度
数
分
布
表
よ
り
計
算
し
た
る
中
位
載
さ
は
正
確
に
は
合
致
せ
ぬ
事
さ
な
る
。
故
に

中
位
載
を
求
h
u

る
場
合
に
は
出
来
得
る
限
h
'
n
一2
1
2
E
-〈
と
を
小
に
す
ぺ
き
で
あ
る
。

又
此
の
比
例
法
じ
比
す
れ
ば
闘
法
に
於
て
は
更
に
確
か
ら
し
ち
は
薄
ら
い
で
来
か
o

曲
線
は
誤
差
を
仲
C
易
き

も
の
で
ゐ
、
0
・
叉
累
積
的
度
数
分
布
曲
綿
の
傾
斜
の
度
弱
き
附
仁
は
、
中
位
轍
四
分
位
数
等
を
求
む
る
水
平
親
の

交
賠
は
非
常
に
ズ

v
易
〈
、
誤
差
は
大
さ
な
ら
、
ざ
る
を
得
な
い
。
向
前
に
遁
ぺ
た
る
所
?
あ
る
が
‘
上
下
よ

h
描

け
る
こ
本
の
岡
市
精
度
数
分
布
曲
線
が
中
位
搬
の
直
上
主
党
叉
せ

5
る
場
合
多
ヨ
『
は
明
か
仁
闘
法
の
誤
差
大
な
る
セ

物
語
る
も
の
で
あ
る
。

亦

H
U
n
-
-
=
巾
『
は
こ
=
旬
。
=
宮

L
5
5
の
場
合
に

E
Z
の
載
が
偶
数
な
る
時
、
中
央
の
二
項
の
算
術
平
均
を
以

て
中
位
敷
さ
な
す
計
算
の

J

過
程
を
把
へ
、
此
く
の
刻
、
き
便
法
を
用
ふ
る
事
に
よ
り
計
算
の
方
法
に
よ
る
誤
差
が
生

じ
て
来
る
さ
謹
ぺ
て
居
る
。

之
を
要
す
る
に
、
中
位
敷
の
誤
差
は
他
の
卒
均
に
比
し
て
相
蛍
に
大
で
あ
っ
て
、
中
位
敷
を
求
h
u

る
場
合
に
固

法
は
比
例
法
に
比
し
て
更
に
誤
差
が
大
で
あ
る
。

中
位
載
は
ぞ
の
外
形
は
傍
b
に
簡
単
に
過
ぎ
て
、
ぞ
の
微
妙
な
る
性
質
は
組
野
な
る
外
形
に
蔽
ひ
か
く
さ
れ
、

ぞ
の
本
質
は
甚
だ
把
握
し
難
い
。
従
っ
て
本
論
文
は
中
位
敷
の
本
質
に
閲
す
る
購
来
の
研
究
へ
の
準
備
さ
し
て
も

を
の
存
在
の
理
由
を
有
し
て
ゐ
る
。
(
千
五
・
一
二
)

読

中
位
般
の
本
質

苑

第
三
十
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第
大
競
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